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福
智
町
は
平
成
18
年
３
月
に
３
町
合

併
で
誕
生
し
、
令
和
７
年
度
は
20
周
年
を

迎
え
る
節
目
の
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
間
、
町
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ

た
先
人
た
ち
を
は
じ
め
、
地
域
で
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
、
改
め
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
モ
リ
ア
ル
・
イ
ヤ
ー
を
新
た
な

時
代
に
向
け
た
ス
タ
ー
ト
の
年
度
と
し
て

と
ら
え
、「
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
と
誇
り（
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
）」を
醸
成
す
る
と
共
に
、

本
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、
皆
様
と
将

来
を
展
望
す
る
契
機
と
な
る
よ
う
、
町
を

挙
げ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
昭
和
の
元
号
で
百
年
に
あ
た
る

記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
中
戦

後
、
産
炭
地
と
し
て
の
隆
盛
、
閉
山
、
財

政
再
建
、
合
併
を
経
て
、
今
の
福
智
町
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
幾
多
の
困
難
を
乗

り
越
え
、
郷
土
の
発
展
と
将
来
を
担
う
人

財
育
成
に
心
血
を
注
い
だ
先
人
た
ち
の
労

苦
と
そ
の
情
熱
を
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。

　

今
回
、
行
政
機
構
改
革
を
実
施
し
ま

す
が
、
極
論
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
町
職

員
一
人
ひ
と
り
の
人
財
、
意
識
と
資
質
、

人
間
力
と
ス
キ
ル
に
依
る
所
が
大
で
あ
り

ま
す
。
全
て
の
自
治
体
職
員
は
、
奉
職

時
に
法
に
基
づ
き「
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
公
共
の
利
益
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て

こ
れ
に
専
念
す
る
」こ
と
を
宣
誓
し
ま
す
。

今
一
度
、
原
点
に
立
ち
返
り
、
町
発
展
と

町
民
の
皆
様
の
幸
福
実
現
の
た
め
、
町
職

員
一
人
ひ
と
り
が「
何
を
す
べ
き
か
、
何
が

で
き
る
か
」を
考
え
る
節
目
と
な
る
よ
う

意
識
を
共
有
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
が
直
面
す
る
課
題
に
実
直
に
向

き
合
い
、
全
力
を
傾
注
し
て
町
政
を
進
め

る
こ
と
を
お
誓
い
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私

の
所
信
表
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

福
智
町
長　

黒
土 

孝
司

　本年度実施する国勢調査で、人
口が２万人を下回ると国機関の推
計で予想されている福智町。この
状況を踏まえて策定した「第３期福
智町地方創生総合戦略」では、持
続可能なまちづくりに向けた「定住
促進施策の強化」を政策の柱に掲
げたところです。子育て世代をはじ
めとした定住促進により現役世代
の活力が生まれ、高齢者の皆様に
還元される流れを作ると共に、公
共施設跡地の利活用という将来的
な課題解決を想定しながら「誰もが
いつまでも住み続けたい活力ある
まち」を実現すべく「賃貸住宅建設
補助金」や「空き家リノベーション
補助金」などの施策を実施します。

　町民の皆様の利便性向上と業務
効率化のため、行政DXに取り組
んできた福智町。昨年度は「町公
式ＬＩＮＥ」の開設やオンライン手
続き、ご遺族の負担を軽減する「お
くやみコーナー」の設置、給付金の
コンビニ給付など、町民の皆様の
気持ちに寄り添ったサービスを実
現してまいりました。今年度も引
き続き、「書かない・待たない」各
種窓口手続きをはじめ、窓口サー
ビス向上に向けた不断の改革を実
施予定。多様で複雑化していく行
政課題に対応すると共に、時勢に
即した行政機構改革を実施し、官
民相互の力を活かした「総合窓口
化」への準備を進めてまいります。

　特産品開発、企業連携、雇用創
出にわたり、町の魅力発信を積み重
ねてきたふるさと納税は、本町の行
財政と政策実現、持続的発展にお
いて不可欠な取り組みとなっていま
す。地場産品拡大奨励金による生
産者支援をはじめとして、事業PR
や返礼品の拡充に努め、昨年度は
41億円以上の寄付を受付。ふるさ
と納税による寄付額累計は250億
円を突破しました。引き続きトッ
プセールスを強化し、「企業版ふる
さと納税」や「クラウドファンディ
ング型ふるさと納税」などを駆使し
ながら、総合体育館の整備をはじ
め、今後見込まれる公共施設集約
化の財源確保に努めてまいります。

定住促進
施策の強化

行政ＤＸ改革
ふるさと納税
の強化
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　物価高騰が依然として私たちの
日々の生活を圧迫する中、「所得
制限のない副食費を含む保育料完
全無償化」と共に「学校給食費無
償化」を継続し、過去最多額とな
る２億円分の「プレミアム商品券
発行」により、子育て支援と生活
支援、地域内の消費喚起に取り組
んでまいります（商品券の詳細は
裏表紙に掲載）。また環境面では、
図書館・歴史資料館「ふくちのち」
前の「ワィワィワ広場」の児童遊具
を拡充し、集約化する公民館をは
じめとする各公共施設機能の面的
効果により、周辺一帯を「子育て
環境推進エリア」として位置づけ、
定住促進を進めてまいります。

子育て支援
と生活支援

創造しよう、未来を。〔特集〕
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　積年の課題である公共施設の同
時期老朽化対策を検討委員会の
意見書に基づき、鋭意進めてまい
ります（総合体育館の内容は次頁
以降掲載）。公民館機能は「旧コス
モス保健センター・診療所」に集約
化し、教育委員会、こども家庭セ
ンター、防災等の各機能を備える
計画で改修を進めます。一方で予
定していた本庁舎の増築は行わず
最低限の改修に留め、方城保健セ
ンターも解体せずに維持費を抑制
できる倉庫として利活用し、行政
機能の効率化と経費削減に対応す
る方針といたしました。財源には
国が７割を負担する合併特例債を
充て、財政負担の軽減を図ります。

公共施設の
集約化と

地方創生の推進地方創生の推進

「福智町社会教育施設等統廃合
検討委員会」による意見書提出
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